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ラジオ放送における婦人向け番組について(1925～1931)
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　(昭和女大)

　目的　情報化社会といわれる現在、婦人を対象とした放送番組は不可欠な存在となって

いる。今日のようにテレビ放送のなかった時代においては、電波を通じて情報を得ること

が出来だのはラジオ放送のみであった。そこでラジオ放送が開始された大正1 4年当時の

ラジオ番組、中でも婦人を対象とした教育番組｢家庭講座｣に着目し、当時の放送内容の

傾向と時代背景との関わりについて検討を行った。

　方法　大正1 4年(1925)～昭和６年(1931)までの新聞(東京朝日新聞)、雑誌、およびラ

ジオ放送に関する文献を資料として、｢家庭講座｣の講座内容を調べ、その内容を趣味・

教養、育児・保育、保健・衛生、栄養、食品などの1 2項目に分類、整理し検索した。

　結論　番組内容を、項目ごとに分類した結果、趣味・教養(27.6 %)育児・保健(18.5 %).

保健・衛生(12.9 %)に関する番組が多く取り上げられていた。中でも趣味・教養の講演は

年を追うごとに多種多様になり、テキストを使うなどの工夫もなされた。　　多かった背

景には、①当時の婦人は、家庭において家族の生活を管理することが望ましい姿であると

考えられていたこと。②女性教養の必要性が叫ばれ始めた時代において、ラジオの特性を

活用して、家庭に居ながらにして｢教養｣を得ることが出来るという便利さが、広く一般

の聴取者に受け入れられたことが挙げられる。

Ｉ Ap－14 全国保育園児の魚介類及びその伝承料理に対する嗜好調査
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　　【目的】魚介類は、幼児によって嗜好の差が大きい蛋白質食品である。近年の食品流通の変化に

伴い、魚介類は素材や調理方法、調理形態等が違ってきており、幼児の魚介類の摂取の仕方は変化

していると考えられる。私たちは全国各地の公立保育所に通園している幼児を対象に、魚介類及び

魚介類を使用した伝承料理についての嗜好を調査した。

　　【方法】全国16地区の保育園児（3～6歳）1449人に対し、アンケート方式により、魚介類に対

する幼児及び母親の嗜好、好きな調理形態、好きな魚種、食卓に登場する頻度、母親の調理時間と

料理の得意度などを調査し、幼児の嗜好に与える要素を検討した。今回の調査は1996年5～7月に

行い、５年前に行った同様の調査結果とも比較した。

　　【結果】魚介類に対する保育園児の嗜好は高く、「大好き」とした幼児が24. 3%と多く、「きら

い」としたのはわずか2. 8%であった。低年齢の方は魚介類に対する嗜好が高い傾向が見られた。

母親の魚介類に対する嗜好は高く幼児の嗜好との間に相関関係がみられた。また、母親の嗜好は、

母親白身の年齢・魚介類料理の得意度・子供の人数との相関がみられた。幼児の好む魚介類の調理

手法は、「焼く」84. 9%、「煮る」65. 0%、「生食」61.6%であった。好む魚種は「あさり」、「か

に」、「えび」、「しらす」で５年前の調査と同様の傾向を示した。
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